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「サラ金の被害を防ぐ」特集
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サ
ラ
金
二
法
の
ポ
イ
ン
ト

「サラ金の被害 を防 ぐ」

「
サ
ラ
金
二
法
」
と
は

「代日分・静止

脱
制
法
」
と

「
改
正
出
資
法
」

（
Mm

株
）
の

4

一
つ
の
法
律
を
い
い
ま
す
。

特
に
仲
川
リ
手
に
関
係
の
あ
る
主
な

ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

－
金
利
の
規
制

日
分
・業
恥
自
の
金
利
は
、
こ
れ
ま

で
の
山
資
法
で
は
、

れ
取
古
川
口
少
拘

銭

（相T
M
刊
叩
割
9
分

5
一服
）
と
決

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
か
、
改
正
山

資
法
M

他
行
後
の
利
h
H
む
の
し仁川附は、

次
の
よ
・
ヲ
に
引
さ
ド
げ
ら
れ
ま
す
れ

の
地
行
後
3
年
聞
は
、
日
ル
却
銭

年
利
7
川
3
分
）

α
4年
日
以
降
は
日
歩
月
以

年
初

5
別
4
分

7
w．5
E

｝

3
6
年
円
以
は
刊
の
法
作
で
定
め
た

日
か
ら
は
、
日
少

m
・
Mm
銭

（年
初
4
訓
4
糸
）

－
禦
務
の
規
制

託
金
業
者
川崎、

①
取
リ
立
て
に
際
し
て
人
を
脅
迫

し
た
リ
、
生
治
を
お
び
や
か
す

一活
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

特集

－
特
集
1

サ
ラ
金
一
損
害
を
防
ぐ
」
＠

富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

「
サ
ラ
金
」
と
は
？

昭
和
お
年
、
初
年
ご
ろ
に
、

東
京

や
大
阪
な
ど
の
同
地
夫
人
を
対
象
に

し
た
小
U
金
一触
が
は
し
リ
で
す
。

レ
ジ

ャ
ー
資
金
や
ち
i
っ
と
し
た

貨
物
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

今
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
中
心
に
、

主
制
や
月十
生
に
も
利
用
さ
れ
、
全
同

で
約
側
万
人
の
利
用
者
が
あ
る
と
一一員

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
サ
ラ
金
は
、

①
無
判
保
で
、

保
証
人
不
．中広
の
場
合
が
多
く、

争
他

康
保
険
証
、
身
分
証
明
冷
な
ど
で
比

較
的
問
削
に
目
し
て
く
れ
る
た
め
．

利
則
の
仕
打
に
よ
っ
て
は
似
利
な
行

令
た
い
引
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
反
州
、

③
利
息
か

高
い
、

＠
返
済
の
取
り
主
て
が
厳
し

い
と
い
う
特
徴
が
あ
リ
ま
す
。

サ
ラ
金
被
害
急
増

伝
近
、
新
聞
紙
上
等
で
は
、
サ
ラ

金
に
関
係
す
る
が
件
が
目
に
つ
§
．

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
受
け

付
け
た
相
談
件
敏
む
急

m傾
向
で
、

同
年
度
4
Hけ
か
ら
9
月
の
聞
に
珊
件

と
前
年
度

一
年
間
に
受
け
付
け
た
件

数
の
約
日
倍
に
達
し
て
い
ま
す
。

サ
ラ
今
一
業
台
は
即
時
か
に
安
易
に
代

②
全
利
な
ど
の
口
付
条
件
を
店
内

に
仰
が
す
る
。

③
誇
大
な
広
止
日
を
し
て
は
い
け
な

＠
利
用
者
の
返
済
能
力
を
結
え
る

過
剰
貸
付
を
し
て
は
い
け
な
い
。

⑤
契
約
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
占

ぃ
削
を
渡
す
。

⑥
泌
清
金
を
受
け
取
っ
た
ら
、
受

取
令
制
を
記
載
し
た
壮行γ

闘
を
泌

す
。

－
任
意
に
支
払
っ
た
利
息

利
息
制
限
法
で
は
、
年
利
の
川駅

山川
会

初

%
｛
2
澗
）
と
さ
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
を
必
・
え
た
向
い

令
利
の
州場
介
、
十
ぷ
払
う
山
川
て
あ
れ

ば
‘
訓
仰
の
十
刀
法
’
υ々

え
ら
れ
ま

す
が
、

借
り
手
が
佳
怠
に
支
払
っ

て
し
ま
っ
た
利
息
は
、
刀
%
｛
7

訓
3
分
）
の
範
問
内
で
あ
れ
ば
．

取
．泌
す
w

』と
が
で
き
ま
せ
ん

借
り
る
前
に

6
つ
の
チ
ェ

ッ
ク

し
か
し
、
ど
う
し
て
も
急
に
ま
と

ま
ゥ
た
お
金
が
必
変
に
な
ゥ
た
場
合

6つの自己千エ：yfJ

してくれます。その点

では大変便利といえ

み手t・

Cは、どうしてサラ

金汚から家出／・白殺ノ

などという悲劇がつぎ

つぎと起、｝るのでしょ

－ヲカ。

その大きな埋由は、非常に尚

い金利で貸す業者がかなりいて、

利問者の無知とあいまって、元

金のu－必済はおろか、利息が山川リ

に溜って、しかした行からの取

リ立てが厳しいために追いつめ

られることによリます．

58 
王手

56 57 
4 5 6 7 8 9 度 計
月 月 月 月 月 月

f牛
11 47 42 42 62 102 275 183 706 

数

県内サラ金相談件数の実態（消費生活センター）次
の
こ
と
を
し
っ
か
り
々
え
て
み
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

－
本
当
に
必
．安
な
お
金
か
ど
う
か
。

・
減
額
、
知
人
か
・
句
借
り
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

・
金
利
の
安
い
郵
制
限
局
、
銀
行
そ

の
他
の
金
融
機
関
、
地
ト
刀
公
共

団
体
の
小
U
資
金
貸
付
制
度
な

ど
を
利
則
で
き
な
い
か
。

－
や
っ
ぱ
リ
、
サ
ラ
金
か
ら
併
り

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
な
ど

自
分
だ
け
で
な
く
家
鉄
、
と
く

に
l
K
M
で
卜
分
ぷ
し
介
、7
・』と

で
す
・
そ
し
て
、
サ
ラ
全
か
ら

mら
さ
る
を
え
な
い
場
介

－
決
し
て
、

内
分
の
収
入
で
泡
せ

る
か
も

・
利
息
を
含
め
て
い
つ
ま
で
に
、

ど
の
よ
・
ヲ
な
十
刀
法
で
返
す
か、

業 ご縁
者 ク低

す

を ？え
選日
ぶ 必の

要こ

目 でと
すは

安 よ

ど
う
し
て
も
サ
ラ
金
を
利
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
、
利
用
す
る
業

釘
を
選
ぶ
に
は
ど
・
守
す
れ
ば
良
い
の

で
し
ょ
・
ヲ
。

1
．
金
利
が
低
い
こ
と

州
知
、
則
川
な
と
に
し
よ
り
ま

す
か
．
M
少
川

1
日
刊以

（年
利
1

制
6
分

5

M
l
5
別
4
分
7
M
m｝

か

一
応
の
日
安
で
す
。

2
．
金
利
や
込
治
則
問
、
十
刀
法
な
ど

内
川
付
条
件
、
契
約
内
科
を
よ
く
説 ・・l!O町店1.t1:'!1:11付11件取 （58卑 4fl-9月）...... 311 

高
い
サ
ラ
金
の
金
利

サ
ラ
金
広
告
に
見
る
命
日
歩

O
銭
・

と
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
金
利
計

算
で
し
ょ
う
か
？

例
え
ば
、
日
歩
却
銭
と
は
、
「
問
問

で
i
日
初
銭
の
利
息
が
付
〈
」
と
い

う
こ
と
で
‘

一
見
安
い
よ
う
に
思
え

る
金
利
も
実
は
非
常
に
高
い
利
息
な

の
で
す
。

仮
に
、
ゆ
万
円
を
1
か
月
間
借
り

た
と
し
た
ら
、
，
山
万
円
×

ω÷
刷
×

初
日
u

と
な
り
、

9
千
円
の
利
息
が

付
き
ま
す
。
む
し
、

一
年
間
借
り

っ

ぱ
な
し
に
し
て
必
く
と
、

ω万
円
×

日
・一・削
×
揃
臼
で
、

m万
9
千
5
百

円
、
率
に
し
て
、
叩
割
9
分
5
康
の

利
息
に
な
り
、
一花
利
合
計
初
万
9
子

5
百
円
を
返
済
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

作
百
万
円
借
り
る
と
二
百
万
円
に
な

る
ω

こ
れ
が
そ
の
理
由
で
す
。

ニ
の
ニ
と
か
ら
、
同
会
で
も
治
議

明
し
て
く
れ
る
こ
と
．

3
．
申
込
微
を
上
回
る
金
額
を
向
日
そ

う
と
し
な
い
こ
と
。

4
、

「
庶
民
金
砧
融
業
協
会
」
の
会
員

て
あ
る
こ
と
。

以
上
の
こ
と
を
篠
認
し
た
う
え
で
、

も
し
条
件
が
合
わ
な
い
と
き
は
、
勇

気
を
持
っ
て
借
り
入
れ
を
中
止
す
る

ニ
と
。
と
に
か
く
業
台
は
令
を
民
す

の
が
商
売
で
す
か
ら
、
何
か
と
甘
い

勧
淡
を
行
い
ま
す
。
中
に
は
、
無
事
附

k

賞、範
…
mm隊、
と
う
た
っ
て
い
ま
す
が．

縦
肢
の
名
山
を
佐官
か
せ
、
み
怖
か
迎

れ
た
り
す
る
と
法
律
上
無
関
係
な
こ

れ
ら
の
人
た
ち
に
ま
で、

取
リ
立
て

が
及
ん
だ
例
も
あ
り
ま
す
・

返
済
と
清
算

一
時
的
に
サ
ラ
金
を
利
用
し
た

と
し
て
む、

一
刻
も
い
く
込
す
べ

き
で
、
そ
れ
も
一
度
に
全
額
を

返
済
す
る
こ
と
が
賢
明
で
す
。

少
し
で
も
残
し
て
お
く
と
、

ま
た
、
そ
れ
に
利
息
が
つ
い
て

き
ま
す
。
返
済
金
を
工
面
す
る

に
は
、
線
開
刷
や
知
人
か
ら
借
り

る
方
法
の
他
、
労
働
金
峨
の
融

資
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
も
与

え
て
み
ま
し
ょ
う
．

な
い
ね
、
通
常
の
返
済
か
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
は
．

M
mで

き
る
第
三
行

（弁

A
L
L
）
な
ど

に
吾
作
比
す
る
こ
と
が
得
策
で
す
・
……

そ
の
場
合
で
も
‘
業
者
が

tm
資

出
恋
人
に
泡
占川
を
迫
る
ニ
と
が

ふ吋

あ
リ
ま
す
か
交
渉
は
す
べ
て
会

県

盟
問

一
…

内

内
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<10万円借りて一年間返さなかったときの利息〉
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ザ

ラ

金

を
よ
び
、
サ
ラ
金
を
縦
制
す
る
法
律

「
サ
ラ
金
二
法
」
が
今
年
の

4
M
m

H
に
可
決
さ
れ
、

日
リ
l
H
か
ら
通

川
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

H

刊
行
に
任
せ
て
あ
る
こ
と
を
は

っ
き

り
告
げ
る
こ
と
で
す
。

そ
の
他
、
政
判
所
の
訓
停
に
よ
る

清
算
、
叶
峨
産
申
し
立
て
に
よ
る
消
算

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

相
談
や
問
い
合
わ
せ

－
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

金
融
相
談

コ
ー
ナ
ー

（県

民
会
館

4
階
）

屯
訴

は
山
ね
｜
3
2
5
2

サ
ラ
令
の
利
減
に
刈
し
、
解
決

十
刀
法
に

つ
い
て
肋
J
を
行
う
と

と
も
に
そ
の
内
科
に
応
じ
て
初

出
窓
口
を
制
介
し
て
お
り
ま
す
。

－朝日町行政相級

じ時過ml・惜別3火山明日
（Muw．センター｝

貨 11 条 件
資 金名 _.,J 率 限度 額 貸付期間

低所得包帯更正資金管 事． 予内 年以内

0-3 96～1.680 3半ー20｛社 合組 N&Kl

＠子，E婦福祉資金 0 -3 30～1.680 3半～20
<lt・...”1

貸付期間
in：；内

6 

4 

一同

額
一平

度
一

m

柏
崎

一

0
・

付
一

2

貨
一

J.000 

勤労者向融資制度

（｜）労働金庫（一般生活資金）

貸付対象者 ｜ 貸付利率一 111: - 一元
組織針 働者 ｜ 10.20 

10.80 
｛働傭泌僚経制含｝

未組 制民 労 働 者

－
符
一集
、
サ
ラ
金
一叡
奮
を
防
ぐ
L

＠r
o
nJι
づ
／



昭
和
何
年
第

5
回
朝
日
町
機
会
定
例
会
は
、
会
期
を

9
月
同
日
か
ら
幻

自
ま
で
の

9
日
間
と
し
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
開
会
自
に
決
算
補
正
予
算
な
ど
は
M

案
件
が
上
程
さ
れ

提
案
理
由
脱
明
と
陣
案
の
細
部
説
明
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
本
会
組
な
ら

び
に
各
常
任
委
員
会
で
付
託
案
件
の
慎
重
審
査
を
重
ね
、
最
終
日
に
各
委

員
長
か
ら
審
査
、
鋼
査
結
果
が
岨
報
告
さ
れ
、
質
雄
、
封
筒
を
行
い
、
採
決

の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
認
定
・
可
決

・
同
意
・
ゑ
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
踊

願

4
件
、
陳
情

1
件
に
つ
い
て
は
、
採

択

4
件
、
継
続
審

査

1
件
の
決
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

蚤

総
務
教
育
委
員
会

滋滋滋議会だより絞殺絞殺滋滋滋議議議滋滋滋滋滋滋綴滋滋滋滋滋綴絞殺滋滋滋滋滋器禁滋滋滋滋襲警芸安芸滋芸美滋絞絞淡淡筏滋滋滋滋滋滋絞絞絞殺絞殺滋滋滋滋主主絞~~絞殺滋議議滋滋絞滋滋綴絞殺議滋絞

常

任

付
託
奈
川
川
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
以
後
ど
お
り
必
定
．
好
決
、
心
中
り
附

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た

な
お
、
事
伐
の
治山
h

に
われい

て
、

次
の．
於
叫
h

立
は
が
あ
り
ま
し
た

認定・可決・同意・承認・58年度補正予算など16案件を

算lを認｜定
ー＝＝第5回朝日町議会定例会（9月）より

571年｜度｜決

地
策
を
償
極
的
に
必
ぜ
ら
れ
た
い
。

5
、
鉄
工
団
地
の
企
業
誘
欽
に
当
た

リ
、
関
係
行
政
機
関
へ
の
被
極
的

な
働
き
か
け
と
共
に
、
鉄
工
業
者

に
限
ら
ず
、
他
業
師
刊
の
企
業
誘
欽

も
前
向
き
に
検
討
す
る
な
ど
、
い

則
人
柄
に
鋭
窓
努
力
さ
れ
た
い

6
．
農
林
漁
業
食
品
限
公
峨
資
金
制
度

の
口
付
対
象
者
で
あ
る
、
肉
仲
r箆
寸

の
倒
行
農
家
や
地
農
家
に
対
し
、

経
営
診
断
を
通
切
に
行
う
な
ど
行

政
指
導
の
充
実
化
を
図
リ
、
安
易

に
資
金
を
借
り
る
こ
と
の
な
き
ょ

う
、
早
急
に
善
後
策
を
必
ぜ
ら
れ

た
L

。

7
．
中
級
成
・
不
自
川
成
総
お
の

一
段
と

し
て
、
大
刷
れ
農
業
機
械
に
対
す
る

補
助
金
制
度
を
小
引
農
定
機
織
に

員

組
報
告

J

l
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
伎
川
照
明

地
設
に
つ
い
て
は
、
『け
が
防
止
め

は
地
か
・
句
内
側
に
照
明
幻
を
2
1

3
作物
投
出
さ
れ
た
い
‘
と
の
ω四年・

3
川
品
会
で
の
をい
N
HK
鰍
行
浮
を

mま
え
、
実
岐
に
向
け
鋭
忠
努
力

さ
れ
た
い

2
、
減
山
川
以
上
に
あ
る
貯
水
池
は
、

作
用
不
ト
分
の
た
め
t
t
缶
や
紙
く

ず
が
殺
げ
込
ま
れ
、
衛
生
耐
や
美

観
上
問
題
が
あ
リ
、
管
理
に
い
か
ん
土

を
則
さ
れ
た
い
‘

3
、
ス
ク
ー
ル
パ
ス
の
逆
行
に
しTl
た

リ
、
教
両
日
の
本
一れ
縮
専
も
約
後
の

う
え
、
今
後
の
巡
り
此
州
を
ぷ
て

ら
れ
た
い
e

4
、
刺
H
町
却
問
年
記
念
事
業
の
↑

環
と
し
て
、
当
町
出
身
の
全
国
的

に
符
ゃ
れ
な
方
々
の
美
術
展
等
も
企

画
さ
れ
た
い
ε

5
、
駅
周
辺
の
駐
市
場
を
含
め
た
応

成
物
備
の
災
他
社
両
促
進
に
向
け

地
・r品
開
係
行
浮
と
協
織
の
？
え‘

夫
税
化
を
図
ら
れ
た
い
。

6
、
公
営
似
宅
入
肘
い
れ
の
人
川
後
の

ギ
実
関
係
調
伐
を
wmum
的
に

A
ぜ

畏
も
通
用
で
き
る
よ
う
．
関
係
行
政

機
関
に
対
し、

出m極
的
に
働
き
か

け
ら
れ
た
い
。

請
願
の

「国
営
黒
部
川
沿
岸
農
業

水
利
本
業
に
つ
い
て
」
並
び
に

「同

営
黒
部
川
沿
伊
良
定
水
利
下
業
社
両

後
進
に
付
す
る
け
宿
本
条
件
に
つ
い
て
』

は
、
そ
れ
ぞ
れ
制
立
安
当
と
認
め
係

般

買

悶

企
難
誘
致

来
春
公
表
に
向
け
努
力

質
問

年
々
、
人
口
が
減
少
し
て
い

る
現
実
を
跨
ま
え
、
治
鋭
化
傾

向
の
州
止
め
策
の

一
羽
と
し
て

余
波
治
致
は
般
も
効
来
的
で
あ

リ
町
当
日
時
も
術
鰍
的
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
る
が
、
従
米
の

誘
欽
方
法
を
見
直
し
、
第
三
セ

ク
タ
ー
方
式
を
録
期
す
る
な
ど
、

新
た
な
波
数
方
法
を
検
討
す
る

考
え
が
な
い
か
、
お
聞
き
い
た

し
ま
す
。

答
弁

人
け
流
山
防
・
仲
介
地
従
の
一

応

と
し
て
、
企
業
必
欽
や
似
℃
地

策
に
力
点
を
置
さ‘

4
け
か
ら

商
工
観
光
課
を
新
設
す
る
な
ど
、

企
業
法
制
欽
の
実
現
に
向
け
、
全

力
を
傾
注
し
て
お
り
、
ま
だ
公

表
す
る
段
階
に
モ

ゥ
て
お
リ
ま

せ
ん
が
、
米
存
に
は
公
表
で
き

る
よ
う
鋭
意
努
力
い
た
し
て
お

り
ま
す
．

・6
tた
L

7
、
特
別
長

A
在
人
ホ
ー
ム
の
建
設

等
に
つ
い
て
、
具
体
的
汁
幽
策
定

後
、
議
会
と
透
伎
を
保
ち
、
ん
土
地
検

日
以
に
聞
知
す
る
万
策
を
成
ぜ
ら
れ

た
、
”

・州
馴
の
，
w処
小
学
校
グ
ラ
ウ・
／
ド

の
が
地
羽
仁
に

つ
い
て」

は
．
則
立

安
当
と
必
め
は
択
に
決
し
た
行
、
制
似

K
H
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
厚
生
委
員
会

付
北
案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
服
従
ど
わ
り
リ
必
定
・
千
円
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た

v

な
わ
ね
．
事
肘
A
刊
の
過
打
に
わねい

て
、

次
の
吹
叫
し
立
川
比
が
あ
リ
土
し
た

l
、
決
算
占
の
計
数
処
即
日
卜
に
お
い

て
．
公
釘
財
産
の
売
却
伐
の
計
l

に
適
正
化
を
欠
い
て
い
る
．
由
も
あ

リ
、
今
後
こ
の
よ・
7
な
こ
と
の
な

い
よ
・7
．
鋭
怠
以
内
力
ぶ
れ
た
い
．

1
．
中
lM
に
トねい

て
、
附
則
さ
れ
て

い
る
臨
時
聴
い
以
の
公
傍
災
%
に
付

す
る
休
業
補
償
専
は
、

一
般
財
械

で
対
応
す
る
こ
と
な
く
、
制
度
加

入
の
実
現
に
向
け
、
山
mk想
的
に
取

り
組
ま
れ
た
い
＠

3
．
仰
向
ふ
ん
等
の
悪
h
k
は、

微
生
上

に
も
問
題
が
あ
リ
関
係
いれ
と
杭
背
後

泌
を
協
決
す
る
な
ど
．
付
近
代
に

迷
惑
が
か
か
ら
な
い

4
ヲ
な
施
策

を
A
ぜ
ら
れ
た
い

4
、
山
別
院
地
ぷ
内
の
術
ペ
ト
ぃ
耐
を
充
実

さ
せ
、
忠
者
等
に
．
小
快
悠
を
他
か

以
に
決
し
ま
し
た

陳
情
の

「
消
勺
装
置
の
設
置
に
つ

い
て
」
は
、
制
立
妥
当
と
認
め
係
択

に
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
事
業
敏
行
に
当
た
リ
、
財

政
的
見
地
等
の
諸
鍛
の
状
況
を
路
ま

え
、
悦
市
一
に
対
処
さ
れ
た
い
じ
H
も
併

せ
て
鰍
作
さ
れ
ま
し
た
ω

。。

の

な

か

か

ら

叩
周
年
記
念
行
事

ロ
月
議
会
で
報
告

質
問

朝
日
町
発
足
以
来
、
来
年
の

8
H川
l
日
で
初
周
年
に
な
リ
ま

す
が
、
引
い
刊
に
お
い
て
日
体
的

会
付
下
等
を
け
州
し
て
ト
ね
ら
れ

る
会
ら
れ
聞
か
せ
制
い
ま
す
。

答
弁

町
制
拘
周
年
記
念
行
が
に
つ

い
て
は
、
庁
内
に
検
討
委
員
会

を
設
け
、
鋭
意
倹
討
中
で
あ
り
、

は
月
議
会
ま
で
に
素
案
を
作
り
、

報
告
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
，

泊
病
院
検
査
体
制

改
善
に
向
け
努
力

質
問

的
病
院
で
は
、
必
断
の
際
に
、

凶政
協状
が
生
じ
た
場
人
口
、
他
の
公

立
病
院
で
検
貨
を
受
け
る
よ
う

街
ボ
さ
れ
て
い
る
が
、
忠
者
に

多
大
な
迷
惑
を
か
け
る
と
と
も

に
、
地
凶
域
住
民
が
不

υ川
悠
を
他

く
れ
そ
れ
も
あ
り
‘
い
み
に
陣
似

合
体
制
の
光

χ化
を
凶
る
F
J
え

か
な
い
か
ね
聞
か
せ
刷
聞
い
た
い

せ
な
い
よ
う
な
地
糸
を
仙
極
的
に

議
ぜ
ら
れ
た
い
。

5
、
病
院
経
営
の
亦
字
解
消
施
策
の

一
応
と
し
て
、
応
策
品
等
の
鳩
入
に

際
し
、
後
争
入
札
制
度
を
通
則
す

る
な
ど
、
ル
似
配
中
的
な
改
持
策
を
品
棉

ぜ
・
り
れ
た
い
ν

抑
制
聞
の

「健
康
似
険
制
度
改
正
以

対
に
つ
い
て
」
は
、
持
絞
め
状
況
を

勘
案
の
？
え
、
地
続
続
審
伐
と
決
し
た

旨
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
建
設
委
員
会

付
託
楽
作
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
似
楽
ど
わ
ね
リ
必
定
・
可
決
す
べ
与

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
．
事
kw．の
冶
れ
に
お
い
て
、

次
の
一
安
望
立
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ー
、
朝
日
小
川
ダ
ム
の
早
期
完
成
に

向
け
、
関
係
行
政
庁
に
対
し
、
日
開

鋭
的
に
働
き
か
け
ら
れ
た
い
。

2
、
郎
市
計
州
事
た
の

一
環
で
あ
る

．山
町
か
ら
治
水
町
に
紘
け
る
剛
川
市

計
幽
道
路
め
い
則
桁
工
に
向
け、

川
用
地
買
収
等
を
的
鍬
的
か
つ
柏
力

h
寸
d

・・”．，、
，
，L
・・、

。

ん

u
l
in
i
’4
4
＆
4

’’hav

3
、
公
共
事
業
の
発
生
に
際
し
、
経

済
不
況
の
現
実
を
絡
ま
え
、
地
一必

業
者
の
立
州
場
等
も
勘
案
の
？
え
、

分
離
触
発
注
を
前
向
き
に
倹
討
さ
れ

．．
 、．

，z
tu

・
L

’

4
、
イ
ノ
ブ
タ
の
生
品
川

・
削
引
け
は、

長
期
的
民
望
計
画
を
立
て
、

補
助

金
の
見
直
し
を
含
め
、
制
行
業
い
れ

の
拡
充
強
化
を
図
り
、
ほ
算
向
上

答
弁

ご
桁
捕
の
と
お
リ
、

現
状
は

他
の
公
立
病
院
の
倹
併
に
．軌
っ

て
お
り
、
善
後
策
に

つ
い
て
院

内
会
議
で
検
討
し
、
改
善
に
向

け
鋭
意
努
力
し
た
い
。

保
育
料
算
定
基
準

是
正
前
向
き
に
検
討

質
問

現
行
の
保
行
料
徴
収

wm械
は
、

俳
一術
単
位
に
合
併
舛
所
仰
を
桂
懲

に
徴
収
さ
れ
て
い
る
関
係
上、

不
均
衡
傾
向
が
強
く
他
の
固
定

資
産
等
も
勘
案
し
、
総
合
的
に

徴
収
す
る
考
え
が
な
い
か
、
お

聞
き
い
た
し
ま
す
。

答
弁

当
町
の
保
育
料
徴
収
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
所
得
以
外
に
開

定
資
産
む
徴
収
法
械
に
算
入
し

て
わ
ね
リ
ま
す
が
、
ご
指
嫡
の
小

均
衡
是
正
と
い
う
見
地
か
・
句
、

今
後
と
も
前
向
き
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
お
リ
ま
す
。

消
雪
装
置初

%
の
進
捗
率

質
問

削
除
の
冊
桃
山
…
地
策
の

一
照
と
し

て
、
』
量…勺山
A
M

術
づ
く
リ
や
業
と

い
・ヲ
こ
と
で
、
消
可
装
置
を
れ

地
山
城
に
設
置
し
て
お
ら
れ
る
が
、

実
施
計
画
の
っ
ち
、
進
同
付
本
は

ど
れ
位
の
割
合
に
な
っ
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
財
布
単
事
業
は
計

年
、
日
年
の

2
か
年
だ
が
、
回

年
度
以
降
も
事
業
を
縦
続
さ
れ

る
r
fえ
が
あ
る
か
、
お
附
き
し

た
L

答
弁

現

A
‘
並
仏
少
が
ま
、

j

J
3
1
 
h
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U
JU
 

＆
本

q
u
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5
2
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－
強
会
だ
よ
り

＠

V
U
定
さ
れ
た
も
の
＝－－
Z
E
－－E
z
－－－三＝＝＝＝

⑨
昭
和
幻
年
度
決
算

（
一
般
会
計
）

・
朝
日
町
一
般
会
計
段
入
議
出
決
算

（
特
別
会
計
）

・
例
目
町
同
民
館
山
峨
保
険
特
別
会
計

地
峨
人
政
山
山
決
算

－
州
日
町
主
人
保
健
医
療
が
業
特
別

会
計
段
入
必
山
決
算

－
制
日
町
国
民
健
康
保
険
珍
療
地
設

笹
川
診
練
所
特
別
会
計
歳
入
後
出

決
算

－
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
訟
療
施
設

山
内
崎
絵
療
所
特
別
会
計
級
入
波
山

決
算

－
朝
日
町
附
民
健
康
保
険
体
的
線
地
設

協悦診
織
品川
特
別
会
計
地
域
人
成
山
決

判
H

－
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
歳
入

後
出
決
鈴

－
朝
日
町
南
保
外
二
地
区
用
水
特
別

会
計
歳
入
抜
出
決
算

－
側
村
町
加
必
奨
時
十
資
金
特
別
会
計

必
人
出
城
山
決
算

－
制

H
町
保
健
文
化
合
成
全
特
別
会

什
必
人
叱
城
山
決
鉱

（
事
業
会
計
｝

－
例
日
町
立
的
病
院
卒
業
会
計
決
算

V
可
決
さ
れ
た
も
の
・＝
＝－E
z
－－－－－
－z
z
z
・＝・＝

⑨
昭
和
問
年
度
補
間
正
予
算

－
朝
日
町
一
般
会
計
補
正
チ
算

（第

2
号
｝

・
制

M
町
伝
的
術
院
が
業
会
計
納
正

4
a怖
持

（
明
治

2
号
）

⑨
池
桃
川
H
提
出
綴
楽

－
大
M
W
航
刈
工
機
娘
峨
事
件
に
附
す
る

決
議

－v同
意
さ
れ
た
も
の
＝E
z
－E
・E
・－＝＝＝・・・＝

・
朝
日
町
教
育
委
討
会
の
委
員
を
任

命
す
る
た
め
同
意
を
求
め
る
件

A
U

教
育
委
員

水島正成氏
(59歳）

’v承
箆
さ
れ
た
も
の
＝＝三三－＝＝＝＝
＝－主主＝

・
地
方
・
円
治
法
第
同
条
に
よ
る
専
決

処
分
の
件
（
朝
日
町
税
条
例
一
部

改
正
）

請
願
・
陳
情

V
録
択
伝
な
っ
た
も
の
・＝＝＝＝・＝＝・・・＝＝・＝唱

・
嶋
小
乍
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
戦
地
積

・1
に
つ
い
て

・
国
営
然
郎
川
沿
時
農
業
水
利
事
業

に
つ
い
て

・
国
営
黒
部
川
沿
岸
農
業
水
利
事
業

計
画
推
進
に
対
す
る
基
本
条
件
に

つ
い
て

－
消
勺
装
置
の
設
置
に
つ
い
て

－v継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の
－Z
E
－－－－＝

・
健
康
保
険
制
度
改
正
以
対
に
つ
い

て
で
、
日
年
度
分
は
す
べ
て
完
成

し
て
お
り
、
日
年
度
分
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
か
ら
ギ
業
執
行
い

た
し
ま
す
。
日
年
度
以
降
に
つ

い
て
は
、
町
揃
平
感
業
に
な
り
ま

す
附
係
も
あ
り
、
そ
の
繁
急
度

を
肋
楽
し
な
が
ら
快
晴
に
対
処

し
た
い
と
々
え
て
お
リ
ま
す
。

・
強
会
だ
よ
り
＠

続1723
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日
中
友
好
に

今
回
は
、
日
月
3
日
の
文
化
の
日

に
北
日
本
新
聞
主
似
の
啓
行
貨
を
受

賞
さ
れ
る
こ
と
に
決
ま
勺
た
、
水
ん
ぬ

古
本
h
u
H

さ
ん
に
ス
ポ

ヴ
ト
を
内
て
て
み

ま
し
た
。

A
V
水－
M
さ
ん
は
、
削
明
日
町
山
崎
山
身

の
侃
議
・
昭
如
7
年
泊
同
等
小
午
校

高
等
科
を
卒
業
さ
れ
．
昭
和
叩
年
同

月
に
高
山
保
理
容
師
試
験
に
介
怖
さ

れ
、
以
米
副党
合
集
を
営
ん
で
わ
ね
ら
れ

ま
し
た
が
、
昭
和
日
年
、
陸
軍
に
入
隊

さ
れ
、
部
隊
派
遭
の
中
国
河
北
省
同
地

削
市
青
年
訓
練
所
教
官
．
磁
県
繁
備
隊

指
川
市
ん
区
等
を
歴
任
、
現
地
除
隊
さ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
中
国
政
府
職
員

と
し
て
、
舷
県
知
事
室
付
警
務
繍
佐

官
及
び
カ
ン
タ
ン
等
学
校
教
務
課
長

と
し
て
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。

終
戦
後
．
帰
附
さ
れ
、
削
悦
ル
忙
の
地

で
理
谷
川
全
を
開
設
さ
れ
攻
作
に
。

南保NB会

お
閉
保
N

B会
と
は
、
昭
利
臼
体
？
の

総
合
体
育
館
の
完
成
に
伴
い
、
従
米

か
ら
の
南
保
小
学
校
の
午
校
閲
肢
の

延
長
と
し
て
、
「
定
則
的
な
集
ま
り
の

場
を
作
ろ
う
」
と
言
う
戸
が
、
ど
れ

と
は
な
し
に
さ
さ
や
か
れ
、
市
川
保
体

協
が
中
心
に
な
っ
て
作
っ
た
会
で
す
・

昭
和
M
年
に
ポ

l
ル
鏡
伎
を
通
じ

て
楽
し
み
な
が
ら
級
睦
を
図
り
、
体

力
と
健
康
期
進
を
目
的
に
、
特
験
を

問
わ
ず
車
問
保
地
区
の
貸
同
者
を
募
っ

て
発
足
し
、
南
保
の

N
、
ボ
ー
ル
の

町外に住んでおられる方「ふる

8とへのたより 」欄 におたよ

りく fごさ L、。

みんなの広場11、みなさんの

ページです。あなたの，；・ l. t.: レ

ニt、あなたの1'111fllたちゃ友人

のま：l介など、どんなことでもけ

っニうて寸。役場1ぶ鰍係までど

しどしお•t:rせ uごさ t 、。

役
H
Hい

さ
て
、
水
－
M
さ
ん
は
、
制
叫
ル
忙
、
制

u町
内
の
ボ
ラ
・
／
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

を
ま
と
め
た

「制
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

友
の
会
」
の
会
長

と
し
て
治
躍
し
て

l

h

て
お
ら
れ
る
が
、

れ

臨

む
寸
・

－、

hv川
吋
川
且
吋
H

h
h開
M

・’
a
a
E

1
1
l
u
t

－

－

 

孤

児

へ

の

献

身

的

一

ツ

回

目

な
指
仕
活
動
に
は

emい
咽

一

リ
ー
な
も
の
が
あ

裁

＼

川
悦
紅
、
州
問
日
町

／

‘

、

に
は
、
中
同
よ
リ

の
州
側
者
は
2
家
桜
8
名
の
万
々
が

お
ら
れ
る
か
、

3
か
討
の
問
、
毎
朝

夕
日
年
語
を
教
え
に
通
っ
た
り
一
知

期
ビ
ザ
で
や
っ
て
き
た
こ
と
で
、
期

限
が
く
れ
ば
、
ま
た
鍛
れ
ば
な
れ
に

な
る
と
ピ
ザ
の
資
絡
変
廷
に
伴
走
す

る
な
ど
、

2
家
放
と
も
水
島
さ
ん
の

世
話
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま

;m~：~船年金の支給の条件
とは。

他の公的王手~~から述中でLEI
Klf-11:に｝JIJ人したような場合、

その合計の則！日！が25年以上あれば、

!iliti5縫（！写lf.li60必から受給。同

年1160~後以降でも受給できますが、

年令書Ciは減古Ciされます。）になった

ら以後似年、それぞれの制度から

別々に立：給される年金ですω

国民年金相談室。1

問

筈

で
も
あ
リ
ま
せ
ん
。

ニ
・
ヲ
し
た
ポ
動
を
す
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
の
は
、

「戦
前
、
中
闘
で

ぢ
留
守
訓
練
所
の
教
官
や
政
府
般
民
な

ど
の
緑
町
屋
を
は
付
っ
て
い
た
の
で
、
戦

後
婦
問
し
て
ま
も
な
く
、
川
満
州
で

行
打
．
不
明
の
犬
や
忠

f
を
係
し
て
は

し
い
と
い
う
依
似

が
あ
り
、
乎
紙
め

ん

代

市

や

制

以

を
す

注

る

占

つ
に
な
勺
た
」

町

土ロτ

と
の
こ
と
で
あ
る

は

末

か

‘

ぶ

当
の
窓
味

4
島

で

水

ぬ

さ

ん

に

決

水

心
を
さ
せ
た
の
は

終
戦
後
の
悦
乱
期

に
中
闘
で
体
験
し

た
峻
か
な
気
く
ば
り
に
よ
る
と
の
ニ
と
。

「山
払
は
、
終
戦
後
の
泌
乱
期

（昭

如
刊
幻
年

5
月
ま
で
）
に
北
京
に
い
た

が
、
戦
争
中
と
戦
後
で
は
、
中
間
人

の
日
本
人
に
接
す
る
態
度
が
ひ
ょ
・ヲ

変
し
ま
し
た
が
、
引
払
の
友
人
や
教
え

子
た
ら
は
自
国
人
に
見
つ
け
ら
れ
な

い
よ
う
に
し
な
が
ら
も
、
交
互
に
私

8
を
取
っ
て

J
N
B
会
勾

（市
保
体

協
ボ
ー
ル
の
会
）
と
名
付
け
ま
し
た
。

開
明
氏
、
引
殺
か
・
句
剖
裁
ま
で
の
口

名
の
会
円
以

｛
男
性
だ
け
）
が
お
り
、

主
に
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
中
心
に
毎
週

木
山
崎
日
の
夜
、
総
合
体
育
館
で
字
回

会
長
の
も
と
、
北
山
主
将
を
中
心
に

快
い
汗
を
流
し
て
お
り
ま
す
。

年
愉
差
も
あ

1
1
1
1
11
1
1
1

リ
、
経
験
者
の

一

第

一
回

朝

日

町

山
い
れ
抗
日
一
綱
引
選
手
権
大
会
ざ

し
ん
H

い
な
が
ら
、
一

優

勝

グ

相
れ
あ
い
あ
い

r
1
11
11
1
1
1

の
中、

．峨
似
勺
て
い
志
す
。

時
々
、
体
育
館
で
よ
く
制
を
合
わ

せ
る
必
塚
ト

一
会
と
は
練
刷
臼
試
合
を

行

っ
た
り
、
正
い
の
技
術
の
向
上
と

縦
陛
を
深
め
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
主
な
成
紙
と
し
て
は
、

M
年
、
日
年
と
2
年
連
続
、
町
の
夜

間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
次
勝
し
て

い
ま
す
。

真彦

.......色、
::ei h 

z好t

東 美 み

草 さ

きん

大

m．ア
タ
ッ
ヵ
ー
が
い
な
い
代
り

に
、
み
ん
な
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
頑

張
っ
た
成
果
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
は
、
ぷ
マ

一
歩
で
涙
を
の
ん
で

い
る
夜
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
後

陣
帽
を
H

と
頑
張
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

年
々
さ
か
ん
に
な
り
、
他
の
チ
ー
ム

も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
き
て
お
り

本
当
に
厳
し
く

札口。

勺
干
、
込
C
歩
Am
I
レ

た
と
こ
ろ
で

代
N

B
会
の
新

し
い

一
一
仰
を
制

介
い
た
し
ま
す
と
、
先
に
行
な
わ
れ

ま
し
た
第

一
一
国
側
日
町
綱
引
選
予
怖

に
わ
ね
い
て
、
予
想
に
反
し
優
勝
の
栄

併
を
文
字
通
り

『力
」
で
勝
ち
取
っ

た
こ
と
で
す
。

で
も
、
口
の
悪
い
メ
ン
バ
ー
か
ら

は
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
か
ら
綱
引
与
に

転
向
か
」
と
ひ
や
か
さ
れ
る
始
末
。

し
か
し
こ
れ
な
ど
も
、
チ
ー
ム
ワ

＊勤務先

折谷工業（除l·I~務所

..味
ドライブ・白＂ぷ9監’rt

蹄・・g年金はどのようなとき

に受給できますか。

院II込年余に加入している人

が病気やケガで陣存者になり、

ふだんの生前が符し〈制限をうけ

るときに支給されます。ただこの

場合には、 JZ~：“ （ 初診臼から l
王手6ヵHを絞i位した日）に、位11込
年金障害等級にJ安当していること。

保険料を納めている状況が初診H

の1jij日で、 ①鮫i!i:の基根付の l年

1liiから完納している（他の公的年

令との合事~：が l 年以上ならよい ）

②総j!fの3年IHIの保険料を納めて

いるか免除をうけているーーのう

ち、いずれかの条件を満たしてい

なければなりません。また、 lf'~f.最

重総といって、認定日にl峨汚鈴：級
にJ五三1しなかったが、その後に‘該

当したときは、 J前J誌の税対から受

けられます。ただし、65級を過ぎて

から該当したときは受けられません。

B？｛拘56年 3月に高山第一高校を卒業し

~務関係の仕事がやりたくて、周年 6 月
に折待工業－に入社。いまは、事務所で給

料明細や出動-/J:.の君主理など一般事務をt!.J.

当しています。

現住、青年団や友人の所に行〈拳ばか

りで、税との会訴が少ないように思いま

す。でも、今のうちに、何でもやってみ

たいし、友達もが〈山つく っておきたいの

で、 fiLj縦には大目にはてほしいと思って

います。

今年Ii、Jliの嵯，；：とんやク ッションな

どが〈山、かわいい物を作りたいと思って

います。

結絡相手について思想を言うとき りが

ないので、理想はあまりもたないように

していますが、訴していて冗談の通じ る

入、%の合う人ならいいな。結婚：こ適齢

期というゆは巧・えないのですが、この人

と思う人が現われたら、若いうちに結婚

したいと思います。

問

答

の
安
．
合
会
』
臼
%
に
来
て
く
れ
た
。

ま
た
、
戦
後
の
初
代
北
京
市
長
が

『
敗
戦
国
の
日
本
人
と
言
え
ど
も
偉

大
な
凶
民
で
あ
リ
、
決
し
て
危
害
を

加
え
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
違
反

し
た
朽
は
厳
軍
．
に
処
制
す
る
』
と
の

布
行
を
出
し
、

こ
れ
に
よ
っ
て
北
京

周
辺
の
日
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
各
地

か
ら
逃
れ
て
来
た
日
本
人
が
安
全
に

か
つ
迅
速
に
帰
還
で
き
ま
し
た
J

今
は
『
似
っ
て
来
る
人
が
あ
れ
ば

熊
を
排
し
て
そ
れ
に
応
え
・
勺
』
と
自

分
に
言
い
聞
か
せ
、
そ
れ
を
モ

ッ
ト

ー
に
活
動
し
て
い
る
』
と
の
こ
と
。

本
当
に
気
持
ち
の
峻
か
な
人
だ
と

感
心
さ
せ
ら
れ
る
話
し
ぶ
り
で
し
た
の

． ー
ク
の
現
わ
れ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

当
耐
は
、
同
月
末
か
ら
鈴
ま
る

使
間
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
、

日
月

末
の
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
カ

を
注
ぎ
、
そ
の
後
は
ロ
月
日
日
に
予

定
さ
れ
て
い
る
広
山
県
綱
引
選
手
権

に
向
け
頑
綴
る
こ
と
を
み
ん
な
で
符

い
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

南
保
地
区
の
方
で
参
加
し
た
い
方
、

ど
し
ど
し
入
会
し
て
く
だ
さ
い
。

’
 

↓
 

4人家侠

＊＊銭.成
l山j械と兄、

－
み
ん
怠
の
広

a＠
朝日町

ボランティア友の会

「街
頭
募
金
」
を
実
施
し
て

山
H
l
臼
、
午
後
5
時
か
ら
却
分

余
リ
の
時
間
に
、
本
町
の
ア
サ
ヒ
プ

ラ
ザ
仰
と
A
コ
ー
プ
納
付
店
の
前
で
．

友
の
会
と
し
て
初
め
て
の
術
雌
券
金

を
試
み
ま
し
た
。

リ
山
高
校
ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ
の
方
々

に
御
協
力
を
お
臥
い
し
た
と
こ
ろ
、

校
長
先
生
を
は
じ
め
、
制
聞
の
伸
子

回
先
生
、
部
長
の
九
里
さ
ん
に
は
、

即
、
御
L
午
諾
を
い
た
だ
き
、
御
協
力

会
得
ま
し
た
こ
と
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
誌
一
白
を
借
り

て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

街
踊
に
立
っ
て
前砂
金
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
、
友
の
会
と
し
て
も
初
め

て
の
経
験
で
あ
り
、
不
慣
れ
で
あ
り

ま
し
た
が
、
協
力
し
て
く
だ
さ
る

H

々
も
私
遣
の
吟
び
か
け
に
、
戸
惑
い

を
感
じ
ら
れ
た
微

f
で、

「亦
い
羽

械
は
町
内
で
蛇
口
氏
さ
ん
か
ら
も
ら
う

か
ら
」
と
か
「
い
く
ら
入
れ
れ
ば
、

い
い
が
け
」
と
か
「
ご
く
ろ
・
ヲ
さ
ん

で
す
」
と
か
思
わ
ぬ
体
験
を
致
し
ま

し
た
。
夕
暮
れ
の
仕
事
帰
り
の
せ
わ

し
い
ム
ロ
聞
に
、
皆
同
僚
の
心
暖
た
ま
る

相
互
扶
助
の
御
心
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。
合
計
2
．力

8
千
円
余
り

の
金
制
制
に
な
り
ま
し
た
。
回尽
く
御
礼

出
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
、
ま
た
の
出向

会
に
術
叫
に
立
ち
ま
し
た
折
は
、
な

に
と
ぞ
忠
ま
れ
な
い
人
々
を
助
け
よ

う
と
傍
力
し
て
い
る
者
の
御
心
を
お

く
み
い
た
だ
き
協
力
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

－
み
ん
怠
の
広
掴
＠F

h
J
v
nノ
ι
Q
d
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ル
ー
ル
を
守
O
、
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
を

近
年
作
見
た
リ
、

聞

い
た
り
、
ム
円

分
で
す
る
・
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
附
心
が

高
ま
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
た
だ

出平
に
、
「
勝

っ
た
」
「
負
け
た
」
と
紡

巣
だ
け
で
な
く
、
そ
の
内
山
介
、
特
に

ル

l
ル
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
る

と、

も

っ
と
興
味
を
も
っ
て
ス
ポ
ー

ツ
を
無
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な

い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
ル
l
ル
と
い
う
も
の
に

つ
い
て
い
ま
一
度
考
え
て
み
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

『
ル
ー
ル
』
と
は
、

一
般
に

H

集
団

生
活
に
お
け
る
続
刷
、
取
り
決
め
々

を
意
味
し
、
そ
の
違
反
に
は
荊
則
を

伴
う
も
の
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お

け
る
『
ル

i
ル
』
と
は
、
続
投
が
公

正
か
つ
安
全
に
、
楽
し
く
、
か
つ
能

準
的
、
し
か
も
綬
伎
に
あ
る

一
定
の

秩
序
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
ル

ー
ル
に
と
っ
て
大
切
な
ニ
と
は
、

川
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
卜
し
て
の
プ
レ
イ

ヤれ
の
選
予

が
参
加
し
、
予
選
に
は
．

三
似
に
人
リ
、
権
決
勝
へ
と
泣
み
ま

し
た
市
決
勝
で
も
力
定
し
ま
し
た

か
、
日
紗

3

4
の
記
録
で

5
似
に
終

わ
リ
、
刊
し
く
も
決
勝
へ
の
進
出
ば

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
w

あ
こ
か
れ
の
ひ
の
き
嫌
ム
H

へ
の
山

場
は
か
な
い
ま
し
た
か
．
山
県
の
松
山

1月の
けんとう

ヤ
ー
の

一
人

一
人
を
大
切
に
す
る

こ
と

ωス
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
勝
つ
）
チ
f

ン
ス
の
保
証

川
M
附品
ド
と
闘
争
を
U
色
刷
す
る
ニ
と

な
ど
で
す
ω

し
か
し
、

外
的
胤
制
、

わ
が
同
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、

権
威
主
総状
的
な
r
fえ
万

が
強
く
、
ス
ポ
ー
ツ
の
ル
！
ル
に
つ

い
て
も
、

外
か
ら
作
・
句
れ
た
も
の
を

仙
削
減
づ
け
て
、
う
の
み
に
す
る
傾
向

が
強
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

欧
米
人
は
、
ル
｜

ル
合

f
H
分
た

ち
の
山
円
分
た
ち
に
よ
る

aH分
た

ら

の

た

め

の

ル

l
ル
仰
と
し
て
考

え
る
傾
向
が
強
〈
、
自
分
た
ち
で
作

リ
出
す
か
ら
、
内

的
良
心
に
紘一
づ
い

て
よ
く
守
る
の
で
す
が
、

H
A千
人
は
、

，
他
人
が
作

っ
た
も
の
u
と
trf
え
る
た

め
、
人

（
審
判
）
が
い
な
け
れ
ば
守

ろ
う
と
せ
ず
．
ま
た
、
ぷ
人
口
が
で
き

な
い
も
の
と
し
て
し
ま
う
の
で
す
“

ル
ー
ル
は
、
プ

レ
イ
ヤ
ー
相
以
に

ょ

う
て
ゆ
作
ら
れ
る
も
の
々
で
あ
り
、

相
子
、
味
方
を
問
わ
ず
．
プ
レ
イ
ヤ

ー
の

一
人

一
人
を
大
切
に
す
る

ω
人

間
州
市
喰
ω

の
伝
助

に
い仏

勺
た
悦
会
的

制
叫
純
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

も
う

一
度
出
汁
必
滋
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一O
O
M
ハ
ー
ド
ル

稲
村
琢
子
さ
ん

1

全
日
本
中
学
陸
上

選
手
権
大
会
に
出
場
i

去
る

8
月
幻

・
お
討
に
、
東
京
の

国
立
霞
ケ
丘
陸
上
綬
技
場
に
お
い
て

全
日
本
中
学
校
陸
上
綬
校
選
手
権
大

会
が
附
似
さ
れ
、
朝
日
中
学
校
の
桁

村

琢

f
さ
ん
が
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

焔
村
さ
ん
は
、

7
月
刊
日
に
聞
か

れ
た
山
山
県
小
川
子
校
陸
上
続

技
大
会
に
、

一
O
O
γ
ハ
ー

ド
ル
で、

日
紗

O
（
際
・端
午
記

ぶれ
M
M
紗

9

6
仁
川
悦
ば
す
‘

不
満
の
気
持
ち
で
、
あ
と

0
・

0

5紗
を
け
桁
し
て
．
的
鉄
…

と
似
件
．
を
も
う
て
、
A
7
L
山林

計
に
励
ん
で
↑ね
ら
れ
ま
す
ω

そ
の
い
叫
U
州
民
新
へ
の
制
い

と
、
今
後
の
治
刊
仰
を
則
仙
付
し

た
い
も
の
で
す
切

早
期
発
見
は

集
団
横
診
か
ら

録
時
紗

3
｝
の
肉
己
段
高
タ
イ
ム
を

記
録
、

一
位
で
出
場
資
絡
を
得
、
友

休
み
の
討
さ
を
も
の
と
し
せ
ず
、
厳

し

い
練
刊
行
に
励
ん
で
大
会
出

場
に
そ

な
え
ま
し
た
。

さ
て、

大
会
で
は
、
全
国
か
ら
引

材
伐
は
減
ゥ
て
き
て
い
ま
す
か
、

ま
だ
ま
だ
品
川
断
の
で
き
な
い
般
大
の

伝
染
柑
で
す
。
し
か
し
結
伎
の
初
期

の
紘
状
を
風
即
仰
の
せ
い
と
斡
〈
見
過

ご
す
傾
向
が
あ
り
、
発
見
さ
れ
た
時

は
長
総
化
し
て
い
ま
す
。

小
川
期
発
見
は
集
問
険
診
に
よ
る
も

の
が
多
く
、
町
で
は
年
一
一
回
住
民
検

為
的
を
行
い
‘
け
十
則
発
見
に
つ
と
め
て

い
ま
す
。

同
年
度
の

hM
M八
険
a
m
M
L
9
川
て
終

f
し
ま
し
た
が
、

川十
朗
の
結
核
と
怖

が
ん
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
“

わ吋
年
ル
M
M
K検
み
と
併

せ
て
M
m
m
総

般
市d
d
u

行

勺
て
い
ま
す
か
‘
今
年
は

主
人
似
他
法
の
他
行
に
作
い
．

ι人

総
珍
’
υ併
殺

し

ま

し

た

受

み

状

況

は
別
μ
伐
の
と
われ
り
で
す
e

あ
な
た
の
川
力
あ
る
川
日
の
た
め

に
．
川
間
山
峨
u
d
断
は
進
ん
で
受
け
ま
し

ょ
・
ヲ
ω

崎町

笹 川

－＋－一ーーー
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宮崎

、－泊
病
院
だ
よ
り

Av

m
川

l

N
か
ら
皮
利
件
の
み
傑

日
か
、
十
時
迎
川
山崎

U
と
令
附

H
の

2
U
川

『
こ
れ
ま
で
は
、

ω迎
合

W
H
た
け

d

と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
み
療
時
間
は
い
す
れ
し

午
後

l
時
泊
分
か
ら
で
す
。

第

7
回

夜
間
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

出
場
者
募
集

・
主

催
／
捌
臼
町
体
育
協
会

－
日
時
／
日
月
泊
日

・
ロ
バ

l
・
2

・
5
日

午
後

7
時
却
分
1

－
会
渇
／
総
合
体
育
館

－
参
加
資
絡
／

ω朝
日
町
に
住
所
を
有
す
る
者
、

又
は
勤
務
す
る
者
。

た
だ
し
、

児
童
、
生
徒
、
大
学
生
を
除
く
。

何
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
似
害
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
．

・
賦
合
方
法

男
子
、
女
子
の
部
を
設
け
、
ダ
ブ

ル
ス
戦
と
す
る
．

－
参
加
貸
／

l
ペ
ア

一
、
二

O
O円

・
鱒
切
／
日
月
初
日

ω

－
申
込
み
先
／
総
合
体
育
館

軍用
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
総
A
H

体
育
館

へ

（
含
幻
1
1
8

3
8
｝

硬
式
テ
ニ
ス
叡
室

勧
銀
室
生
募
集

－
日
時
／
日
月
げ

・
同

・
凶
日

（
午

後

7
時
却
分

1

9
時
却
分
）

－
会

渇
／
総
合
体
育
館

－
対
象
者
／
初
心
者

・
初
級
者

二

般
男
女
）

・
申
込
み
鎗
切
／

H
月
ロ
日

ω

－
申
込
み
先
／
朝
日
町
テ
ニ
ス
協
会

が
務
局

出
川
水
渦

（
郎、句、一

w

r
小
野
伸
明
一

泊
dF
O
O
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.力走する稲村さん

第
ア
園
町
内
対
筑

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
準
決
勝

清

水

町

A
m・
7
月

山

山
崎
四
支
部

3

1

宮
崎
西
部
ラ

イ
オ
ン
ス

－
決

勝
山
崎
四
支
部
は

2
清

水

町
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南保

山 崎

，白一区

泊二区

五箇庄

1犬家庄

;9三区

A
V

9
月
初

U
付
け
で
．
内
科
の
浅

川
刷
版
以
と
外
科
の
竹
山
柿
訓
医
長

が、

m
A
H
に
よ
り
辺
織
さ
れ
、
代

わ
っ
て
内
科
副
医
以
に
八
木
川
治

先
生

｛山川一
岐
阜
県
神
同
町
立
術
院

勤
務
）
外
科
制
限
H
K
に
刑
判
闘
光
枝

先
生

（d
刷
新
山
県
弘
加
茂
病
院
勤

務
｝
が
そ
れ
ぞ
れ
お
任
さ
れ
ま
し

た
。

広
－

vqxu

－
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
＠

の献混血

-9月実施介ー

境
地
区

高
傑
千
忠
、
水
品
五
十
美、

水
ぬ
牧
子
、
兵
庫
俊
春

宮
崎
地
区

加
藤
理
恵
子
、
加
藤
巻

彦
、
河
内
昌
子
、
水
島
知
日
志
、
水

回開
正、

前
川
消
子
、
水
島
消
人

笹
川
地
区

長
井
健
吾
、
袋
井
い

づ

み
、
長
井
保
子
、
織
内
和
チ
、
竹

内
俊
チ
、

折
谷
光
平
、
堀
内
築
制

泊

一
区

大
谷
い
づ
み
、
松
A
N
w
m
子、

油
国
坂
正
夫
、

亀
谷
笑
佐
緒
、

山
川
成

宇
品
下
、
山
川
成
正
也
、
総
本

U
山也、

八
木
正
刷
、
下
回
義
光
、
小
林
京

f
、
同
店
坂
友
栄
、
波
間
キ
ヌ
子
、

下

mu山崎、
位
以
邦
夫
、
大
村
的、

卜H
沢
内
十
式
、

九
問
文
男
、
池
悶
宏

文
、
水
仏
和
チ
、

泊
二
区

尻
足
弘
、
岡
本
郎
広
、

坂

古
木
純
造
、
国
中
秀
夫
、
竹
森
繁
、

米
国
淳
、
川
上
十
一

、
青
木
謡
子
、

近
江

エ
イ
子
、
米
岡
尚
美
、
大
村

昭
子
、
内
油
田
美
和
子
、
竹
内
裕
子、

長
井
文
入
、
松
本
武
志
、
脇
山
健

二
、
北
川
林
利
彦
、
高
木
浩
美
、
松

沢
抗
日
行
、
野
山
削
除

f
、
竹
内
佳
菌
、

岡
山
仏
様
チ
、
居
波

a
般
公
子
、
佐
渡

来
先
制
チ
、
松
川
郎
礼

f
、
追
分
険
ド心、

袖
ト
小
山
明
子

泊
三
区

山
打
則

一
一夫、

米
沢
幸
三
、

締
法
維
美
、
山
H
K中
ふ
み
よ
、
竹
中

広
心
、
託
ル
健
二
、
谷

U
直
行
、

川
一波
正
心
、

M－
U
み
え

f
、
明
一
…
坂

道
子
、
笹
川
夏
「
、
深
間
鎌
下
、

平
坂
美
津
「
、
柿
村
幸
r
寸
、
柳
下

持

一
、
水
野
弘
、
中
山
俊

一
、
愛

場
伸
、
川
村
成
子
、
佐
藤
山
明
子
、

総
間
利
鋭
、
谷
川
健

て

村
凶
泊

五
箇
庄
地
区

岡
山
満
州
叱
チ
、

台
川
井

智
子
、
治
水
陀

f
、
山
手
雄
代
、

上
川
京
則、

h
u
H
江
山仏
子
、
成
川
崎
附

段
、
追
川
出
来
、
山
千
妙
子
・
校

沢

一
秀
、
料
叫
家
院
小
子
、
沢
問
雑
文

宙
開
保
地
区

以
総
栄
子
、
坂
桜
美
知
H

f
、
谷
川
小
従

f
、
刷
州
地
問
之、

大
成
進
二
、
長
崎
満
犬
、
市
民
凶
節

f
、
長
崎
美
知
代
、
下
町
述
縦
、

小
林
光
義
、
谷
川
夫
、
谷
口
宗
次、

川
上
誠

一
、
松
原
理
忠
チ

山
峰
崎
地
区

木

U
義
時
、

占
野
氏
佐

江、

仙
名
良
成
、
七
沢
耐
叫
チ
、
道

山
師
た
け
子
、
七
沢
な
を
み
、
小
杉

嘉
博
、
永
口
明
弘
、
名
古
屋
弘
信
、

稲
街
優
、
長
波
消
忠
、
永
口
了
、

九
則
正
也
恵
、
齢
別
間
引
情
、

七
沢
美
知
H

チ
、
九
里
子
必
チ
、
九
里
久
美
チ
、

七
沢
純
一

、
仙
名
初
彦
、

総
体
照
山
崎

u
 

大
稼
産
地
区

山
川
が
珠
子
、
新
附

滅
、
以
け
先
制

f
、
小
川
滝
子
、

川
川
水
川
崎
明
、
川
川
水
情
、

．れ
井
ア
イ

チ、

水
れ
川
正
子
、
山
崎
市
上
犬、

制
川
筏
明
、
大
作
定
山口
、
坂
口
弘

文
、
山
附
久
刷
、
広
川
市
一例

（
川
名
）

－
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
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愛t島由男 ｛細野）

一

10月13・14日
富山県科学展覧会で入選

~i42 l!ll 山山山~f'Vf:！民覧会が、 i;';Ill rh 

可tl:;奨Iii育館で｜持Jiiliされ、制 II闘Jの小中

下校では、；大の4......；が人jj!lしました。

〈小学較の節〉

・研究努力貧

i(I小 5年 J'i'f；鎌二

｛ 発 .wの条件と成L~ ）

大家Ii：小6if lよれ学

（ 大 •J.のスイしのl~J問 ｝

・創貴重工夫貧

i(1小 3 －＇手 t : lr•;· mr-
〈中虫学較のお〉

・研究努力貨 制 H小学2年

LI~ 唯夫、災計めぐみ、 l~Jt-山行；＇I!.

（手':J...i主の附りのl'I然と術；作品l)

( 1111.阪のイi)

10月17日
教育委員長に米丘氏

ンチルームIi 、 1 t• ，.付交としては、全（:El

でも紋大縦怜て二 r臼年ーの大ランチル

ームJ として＂＇＇~・1変Ci テレビや雑誌等

でもおi介されました

ニのよ うな大ランチルームに、全校

生徒と教臓Hかー吹に会し、 frf日会食

を行っ ています． 食＇I~ を j泊して、教師

と’I：.（，！~ J~ ぴ’I~(1tH:Jのコミ ュニケーシ ョ

ンやl:ll1Vある集卜月行動など、’hH行’；q,
や i且1念教'fIの・JH長lfliに i守

るニとがJ判掛さilfょ

V約900名収容のラン

• 1 台1 台撃をi上めての呼びかけ

付けて開られました。

町でCi、このゴミ収芥絡をき っそく

不動堂遺跡、城山、三本 グリ ーンラ ン

ドに設置しました。

Vゴミ収容88を贈る局侵

9月21日～10月20日

9月30日
シート ベル ト着用を呼びかけ

10月17日 （JI ）に聞かれた数行委u
会で．委Ukに米Ji:.iE雄氏．委以長職

務代王望者に野村久凶委Uがi盤ばれまし

善意の預託
2マF

・豚の.

位殿豚・.....ff ':If 'ft 

9月30日～10月2日
イノブタ肉をPR 

とL、う

24日Ii、前夜祭として、 i(I小学校携

堂でロ y クコンサー トを聞き、 2511Ii 

午前lO時からの開会式に純き、 ~I tJ q’ 

学吹奏楽部のi貨奏・でオープニン グ。

r去を者とは」をテーマにしたパネルデ

ィス カッション 、綱引きi醤予術大会な

どメイン行事をはさみながら、フ才 一

クダンスでギネスに挑戦。

話者、子供、主婦らが予をつなさ’、

フォークダンスの「マイム・マイム」

の陥に来って市街地て・踊りま した。

しかし、残念ながら、この日はti僚

の600人を~めることができず、約3分

の lにとどまリました。

米~こそ、も っ と 多 くのBlfl込が参加

し、 国Iの一大イベントと しては しいも

のです。

マ227人ガ毒事加したフォークダンス

，~噌 J

9月29日
朝日電話局ゴ ミ収容器を寄贈

9月29日、朗日・，［鰍屯ぷJ,,j~から初

日町にブミ収'ti=昔if8例カ＇1*聞きれまし

これは、新JII地区市外局醤の統ー を

記念するとともに、地域社会に少しで

も役に立ちたいとの断L、から、「守ろう

美しい心とふるさ とのn然」 と照時を

例日町と朝日町保健衛生協議会では、；

9月23日の秋分のflに・全力ンゼロ運動

として、 主要道路浮川i！.！の’全カン函収

作業を行いました．

これは、近年の消1t’U兵の多様化か

ら、自動版先骨量が普及し、カ ン消慢話

がIち大、 飲用後に道nや観光地、公共

助所害事に姶てられるところから社会問

題化していることにかんがみ、併発事

業の－mとして例代 行の l'I党をi足すこ

とを目的とし て実施されたものです。

この日は、午前8時に参加lお約100名

が集合し、 4Hf.に分かれlt:lii!8号・線、

i(I伎町線、川崎人：°（（.線、 I克・・：：・；崎地内

で凶収作業をH~ 、 ました 。

午前8時30分から 10時30分までの約

2 a寺院IIのlllHニ約 l 力例を lul~）（しました。 ：
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企空ヵンゼ口行遂事告別番

9月23日
空カンゼロ運動を実施

9月25日
朝日ヤングフェスティパル開催

9月251:l、行符たちの英知と行動力

を結集し、 rI鴻千IIとill進で211世紀へ.:j;jぱ

たこ う J を合d ~農に、朝日ヤ ン グ ・ フ

ェスティ パルが！耳lflf.されました。

社会福祉のためにと次の方々から

善意の預託があ りました。

朝日町醤憲銀行
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。境・氷山熊次郎さんより

~今日献令として 50. 00011~ 

Oと＜ ~う さんより

亡きおVi長のH~~ として 100.000円

。本町 ・ 与消荷~~~ifi さんよ り 3.000円

。殴悶1・＂’品川彬さ んよリ 1,838円
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10月ア日
新川地区畜産共進会が開催

10 JI 7 II（＇.飢 魚ilγぶ『tiiliJ持て’家~の

改良m＆ と かl炎J主体jの fo•J上を I苅る日的

で新川地Krfi；幌共進会がl制限されまし

た。 ニのJI~ill.会にcj,、新川地区 2rh 3 

IHfの~’＇＃｛.の併さんが iI q'ilH.'tを込めた

家出／84~（1が参｝Jll し、礼JI! ’I ＇、 l勾用，，..、

月峯的 3自Iii"

しf」。おもな人1代行は；大のと おりです。：

・汎用牛の節

続ill（’，..…・・・ 2浮 坂本健治 （ド山新）

ぷ車判長’1：・・・ 2洋 州村1山氏 （HL11)

．肉用牛の音B ~ 
初’，........ 2等小沢)f・五 （llJ u 
:IL ’t: ...... I等水野ゆき r（山正）

” 谷 F干J量（j土持崎）

。ひき r< ” ） 

e 
~ . 

!J 

9 J) 21 uから30日までのJOHIHI、r秋

の令｜五｜交通安全逓動」の一応として、

i.h~fi牝悦、交i必安全研修会、 1'1 転。l~l.h

ll(t---fr点検、シートベルトのrrtn呼ぴ

かけなど純々の治動が疑問されま した。j
ii・でもニの目、与野・大家fl：線の県； f

’：：：・帆 f-1小川ダム控設事務所1iiiで、午前

9時～lO時までの 1時間、 シートベル

トの泊月1を呼びかけましたが、その際

に通過した卓Ci全部で222f；で、うらシ

ー トベルトを桁周していたドライパー

Ii 37台、 16.7%しかありませんでした．；

また、通過した阜の内、男件．ドライパ

ーは17.2%が着用しているのに対し、

伝性ドライパーは15.3%と少なく、女

性ドライパーの方が務用していないと

弓えるよ うです。 ； 

県宮寄与荷ISの調べによると、 ンートベ

ルトを ~＂日して、、れば、 交.ilfJ ＇~~依死亡

r.・のうち約 4；切が助かったろ うと Jわ

れています。 シートベルトの清閑を／

10月5日 ；
朝日中学給食優良校として表彰

朝日中学校l主、学校給食優良校とし

て、 10月 5日の第30回富山県学校給食

研究大会の席上、市山市興問北小学校、：

N,¥,f小学校とともに表彰されました。

例日中学校の900人を収容できる大ラ
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